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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期
第２四半期
連結累計期間

第48期
第２四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 17,745,887 17,670,526 38,493,368

経常利益 （千円） 278,988 659,445 825,328

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 138,192 427,716 512,795

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 180,314 △4,000 266,931

純資産額 （千円） 15,671,046 15,572,628 15,667,139

総資産額 （千円） 34,799,170 32,547,217 31,445,841

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 13.74 42.53 50.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.0 47.8 49.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △2,448,267 △488,009 △548,846

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △803,214 △368,829 △1,028,911

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 3,194,250 1,350,166 1,606,465

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,524,485 2,940,456 2,559,789

 

回次
第47期
第２四半期
連結会計期間

第48期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.88 25.16

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間における当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高・株安進行に伴う企業収益の圧迫や個人消費の伸び悩

みによる停滞感が見られ、また海外でも中国をはじめとする新興国の経済減速や、英国のEU離脱問題などから世

界景気の不透明感が強まっており、予断を許さない状況が続いております。

　当業界に関わりの強い個人消費は、先行き不安感からの節約志向が続き、市場環境は弱含みの推移が続いてお

ります。

　こうした中、当社グループにおきましては、「クオリティ・ファースト」を掲げ、製品品質のみならず企画提

案力や営業対応力をも企業活動の品質と捉え、その改善・強化を進めております。さらに当期累計期間に於きま

しては、タイ製造拠点の増床による製造能力の増強が奏功し、国内事業での収益を着実に伸ばし、ジュエリー製

造国内トップシェアの地位を磐石としました。

　海外市場では、中国での経済成長減速に影響された宝飾市場の販売減少や、国際的なダイヤモンド市場の衰勢

により、やや苦戦を強いられ、中国へのダイヤモンド素材の売上高が減少しましたが、収益への影響は少なく、

本年より稼動した中国第２工場となる広州工場を加えた製造力増強を背景に、より収益性の高いブライダル市場

や高級ファッションジュエリー市場への深耕が進みました。

　また、前期累計期間では貴金属地金相場の下落により、地金製品の販売差損や在庫の期末評価損が発生しまし

たが、当期累計期間ではヘッジ対策も強化されて差損の発生も無く、利益面では大幅な増益となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は176億70百万円（前年同四半期比0.4%減）となりました

が、営業利益は９億11百万円（前年同四半期比217.0%増）となり、経常利益は６億59百万円（前年同四半期比

136.4%増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億27百万円（前年同四半期比209.5%増）となりまし

た。

 

(2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ11億１百万円増加し325億47百万円となり

ました。主な要因はたな卸資産の減少３億67百万円、受取手形及び売掛金の減少３億80百万円、流動資産その

他の増加16億11百万円、投資その他の資産の増加57百万円等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ11億95百万円増加し169億74百万円となりました。主な要因は短期借入金

の増加21億71百万円、支払手形及び買掛金の減少２億24百万円、長期借入金の減少６億86百万円等によるもの

であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ94百万円減少し155億72百万円となりました。主な要因は親会社株主に

帰属する四半期純利益の計上４億27百万円、為替換算調整勘定の減少３億30百万円、その他有価証券評価差額

金の減少１億１百万円や配当金の支払90百万円等によるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ３億80百万円増加し29

億40百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、４億88百万円（前年同四半期連結累計期間は24億48百万円の減少）の

減少となりました。主な要因は、売上債権の減少３億58百万円、たな卸資産の減少２億23百万円、仕入債務の減

少２億９百万円、差入保証金の差入による支出16億91百万円等であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、３億68百万円（前年同四半期連結累計期間は８億３百万円の減少）の

減少となりました。主な要因は、貸付けによる支出３億71百万円、貸付金の回収による収入１億71百万円、有形

固定資産の取得による支出１億27百万円等であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、13億50百万円（前年同四半期連結累計期間は31億94百万円の増加）の

増加となりました。主な要因は、短期借入金の増加21億90百万円、長期借入金の返済による支出７億29百万円等

であります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(6）従業員数

　当第２四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(7）生産、受注および販売の実績

　当第２四半期連結累計期間において、生産、受注および販売実績の著しい変動はありません。

 

(8）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動および主要な設備の前連結会計年度末における

計画の著しい変動はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,929,100

計 22,929,100

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
   現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,331,546 10,331,546
東京証券取引所JASDAQ

（スタンダード）

単元株式数は100株

であります。

計 10,331,546 10,331,546 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 10,331,546 － 3,013,529 － 2,944,369
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社　山洋 文京区千駄木三丁目５番３号 3,353 32.5

桑山　征洋 文京区 1,294 12.5

株式会社　ツツミ 蕨市中央四丁目24番26号 617 6.0

桑山　貴洋 文京区 464 4.5

桑山　みき子 文京区 429 4.2

相原　信雄 柏市 374 3.6

株式会社　三菱東京ＵＦＪ銀行 千代田区丸の内二丁目７番１号 352 3.4

株式会社　北陸銀行 富山市堤町通一丁目２番26号 275 2.7

桑山従業員持株会 台東区東上野二丁目23番21号 252 2.4

株式会社　みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス信

託銀行株式会社）

千代田区大手町一丁目５番５号

（中央区晴海一丁目８番12号）
214 2.1

計 － 7,626 73.8

（注）　上記のほか当社所有の自己株式274千株（2.7％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 274,800
－

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　　10,054,300 100,543 同上

単元未満株式 普通株式　　　　 2,446 － 同上

発行済株式総数 10,331,546 － －

総株主の議決権 － 100,543 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、100株（議決権１個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社　桑山

東京都台東区東上野

二丁目23番21号
274,800 － 274,800 2.7

計 － 274,800 － 274,800 2.7

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,859,789 3,240,456

受取手形及び売掛金（純額） 4,907,068 4,526,696

商品及び製品 7,237,596 7,755,227

仕掛品 2,093,711 1,807,915

原材料及び貯蔵品 1,897,405 1,298,019

繰延税金資産 99,810 91,440

その他 489,186 2,100,889

流動資産合計 ※１ 19,584,566 ※１ 20,820,645

固定資産   

有形固定資産   

土地 5,138,935 5,120,939

その他（純額） 2,378,364 2,210,697

有形固定資産合計 7,517,299 7,331,637

無形固定資産   

のれん 19,611 18,521

その他 713,305 708,335

無形固定資産合計 732,916 726,857

投資その他の資産 ※２ 3,611,059 ※２ 3,668,077

固定資産合計 11,861,274 11,726,571

資産合計 31,445,841 32,547,217

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,052,107 828,060

短期借入金 7,299,340 9,470,490

未払法人税等 85,947 247,624

賞与引当金 114,398 140,161

その他 1,865,731 1,755,679

流動負債合計 10,417,525 12,442,015

固定負債   

長期借入金 4,157,521 3,470,855

繰延税金負債 236,293 188,104

役員退職慰労引当金 517,475 529,625

その他 449,887 343,988

固定負債合計 5,361,176 4,532,573

負債合計 15,778,702 16,974,589
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,013,529 3,013,529

資本剰余金 2,944,389 2,944,389

利益剰余金 8,791,706 9,128,912

自己株式 △156,424 △156,424

株主資本合計 14,593,201 14,930,406

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 656,637 555,114

為替換算調整勘定 417,299 87,106

その他の包括利益累計額合計 1,073,937 642,221

純資産合計 15,667,139 15,572,628

負債純資産合計 31,445,841 32,547,217
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 17,745,887 17,670,526

売上原価 13,066,180 12,500,805

売上総利益 4,679,706 5,169,720

販売費及び一般管理費 ※ 4,392,248 ※ 4,258,488

営業利益 287,457 911,232

営業外収益   

受取利息 4,431 2,350

受取配当金 33,570 33,118

不動産賃貸料 14,477 14,182

受取補償金 23,530 18,410

その他 14,851 13,020

営業外収益合計 90,861 81,081

営業外費用   

支払利息 43,344 36,700

為替差損 22,163 266,183

地金品借料 17,135 13,281

その他 16,687 16,702

営業外費用合計 99,330 332,868

経常利益 278,988 659,445

特別利益   

固定資産売却益 25 158

特別利益合計 25 158

特別損失   

固定資産売却損 142 -

固定資産除却損 - 933

特別損失合計 142 933

税金等調整前四半期純利益 278,871 658,670

法人税、住民税及び事業税 127,624 223,961

法人税等調整額 13,054 6,993

法人税等合計 140,679 230,954

四半期純利益 138,192 427,716

親会社株主に帰属する四半期純利益 138,192 427,716
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 138,192 427,716

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13,086 △101,523

為替換算調整勘定 29,035 △330,193

その他の包括利益合計 42,121 △431,716

四半期包括利益 180,314 △4,000

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 180,314 △4,000

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 278,871 658,670

減価償却費 191,947 204,622

のれん償却額 1,089 1,089

貸倒引当金の増減額（△は減少） △665 1,380

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,325 12,150

受取利息及び受取配当金 △38,001 △35,469

支払利息 43,344 36,700

売上債権の増減額（△は増加） 486,179 358,395

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,301,556 223,317

差入保証金の増減額（△は増加） 816,445 △1,691,472

仕入債務の増減額（△は減少） 1,594,243 △209,628

未払又は未収消費税等の増減額 △264,867 88,297

その他 78,235 △84,225

小計 △2,106,409 △436,170

利息及び配当金の受取額 38,001 34,856

利息の支払額 △42,987 △36,557

法人税等の支払額 △336,872 △50,139

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,448,267 △488,009

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △8,093 △8,558

有形固定資産の取得による支出 △277,308 △127,366

有形固定資産の売却による収入 9,614 2,824

無形固定資産の取得による支出 △8,557 △21,882

関係会社株式の取得による支出 △300,000 -

貸付けによる支出 - △371,585

貸付金の回収による収入 - 171,585

定期預金の預入による支出 △200,000 -

差入保証金の差入による支出 △2,650 △14,130

差入保証金の回収による収入 2,003 12,168

その他 △18,222 △11,883

投資活動によるキャッシュ・フロー △803,214 △368,829

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,440,000 2,190,000

長期借入れによる収入 500,000 -

長期借入金の返済による支出 △634,996 △729,390

配当金の支払額 △90,425 △90,671

その他 △20,328 △19,771

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,194,250 1,350,166

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22,355 △112,659

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △79,586 380,667

現金及び現金同等物の期首残高 2,604,072 2,559,789

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,524,485 ※ 2,940,456
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第２四半期連結会計期間（自　平成28年７月１日　至　平成28年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この減価償却方法の変更による影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

※１流動資産の貸倒引当金 13,137千円 14,017千円

※２投資その他の資産の貸倒引当金 660千円 842千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

給料 706,340千円 816,703千円

退職給付費用 38,341千円 32,999千円

賞与引当金繰入額 71,573千円 85,185千円

減価償却費 89,214千円 106,379千円

広告宣伝費 368,128千円 385,846千円

支払手数料 1,838,390千円 1,524,288千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,150千円 12,150千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金 3,324,485千円 3,240,456千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △800,000千円 △300,000千円

現金及び現金同等物 2,524,485千円 2,940,456千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 90,510 9 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月９日

取締役会
普通株式 90,510 9 平成27年９月30日 平成27年12月11日 利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 90,510 9 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月９日

取締役会
普通株式 90,510 9 平成28年９月30日 平成28年12月12日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　当社グループは、宝飾品の製造、卸、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　当社グループは、宝飾品の製造、卸、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（金融商品関係）

　当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性がないため、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13円74銭 42円53銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 138,192 427,716

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
138,192 427,716

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,056 10,056

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第48期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）中間配当について、平成28年11月９日開催の取締役会にお

いて、平成28年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　90,510千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　９円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成28年12月12日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成28年11月７日

株式会社　桑山

取締役会　御中
 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　本　裕　子　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　藤　　　禎　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社桑山

の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社桑山及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成28年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成27年11月12日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成28年６月28日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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